
「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

■
こ
の
ご
ろ
、
一
日
の
寒
暖
の
温
度
差
の
激
し
い
日
々
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
健
康
管
理
に
充
分
気
を
付
け
て
、
岐
南
町
の
将

来
像
と
し
て
の
目
標
で
あ
る
「
夢
を
育
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
・
ぎ
な
ん
」
に
向
け
て
議
会
運
営
、
地
域
社
会
の
支
え
合

い
活
動
の
推
進
に
励
ん
で
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。
　
　
　（
黒
瀨
） 

 ■
初
の
広
報
委
員
会
で
副
委
員
長
を
任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
理
想
を
語
る
の
は
簡

単
で
す
が
、
足
元
を
見
ず
に
未
来
は
語
れ
ま
せ
ん
。
今
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
、
そ
の
問
題
点
を
一
つ
ず
つ
整
理
し
進
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
後
藤
） 

 ■
議
会
に
お
け
る
多
数
決
の
原
理
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け

る
議
会
運
営
の
基
本
原
則
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
が
、
何

故
に
正
し
く
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
疑
問
の
余
地
を
残
す

昨
今
で
す
。
少
数
の
反
対
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、
こ
れ
を
吸
収

し
な
が
ら
十
二
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
、
住
民
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
島
） 

 ■
剛
毅
木
訥
・
忠
恕
„
や
さ
し
い
論
語
塾
“
で
学
ん
だ
言
葉
で

す
。
月
1
度
の
待
ち
遠
し
い
塾
と
な
っ
て
い
ま
す
。„
子
曰
わ

く
“
体
に
吸
い
込
ま
れ
よ
と
ば
か
り
声
を
張
り
上
げ
ま
す
。

「
意
思
強
く
、
行
動
力
は
あ
る
が
口
べ
た
で
飾
り
気
が
な
い

人
」
孔
子
が
貫
い
た
道
「
誠
実
さ
と
思
い
や
り
」
と
の
解
説
。

又
、
今
月
も
思
い
新
た
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
　
　（
櫻
井
） 

 ■
一
年
ぶ
り
に
広
報
委
員
の
お
役
目
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
副
議
長
の
お
役
目
も
い
た
だ
き
、
議
員
と
し
て
の
仕
事

も
幅
広
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
責
任
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
と

自
覚
し
て
い
る
次
第
で
す
。
「
議
会
だ
よ
り
」
は
本
来
、
町
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発
信
の
一
つ
で
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
中

身
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松

） 

正副議長あいさつ・議会の新しい体制 
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友
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小
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・
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岸
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未来に向かって 

全力疾走！ 
未来に向かって 

全力疾走！ 
未来に向かって 

全力疾走！ 

謹 賀 新 年 
新広報委員会の紹介 
　これからの新広報委員
会のメンバーです。 
　町民のみなさんに親し
みやすい議会だよりにす
るため、それぞれの委員
が頑張りますので宜しく
お願い致します。 

2018
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こ
の
た
び
第

６０
代
議
長
・
第

６３
代
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
我
が
ま
ち
は
人
口
が
２
万
５
千
人
を
超
え

ま
し
た
。
人
口
減
に
悩
む
他
市
町
と
状
況
を

異
に
し
て
い
ま
す
。
選
ば
れ
て
い
る
町
と
も

い
え
ま
す
。
 

　
皆
様
の
お
か
げ
で
税
収
も
多
く
、
他
市
町

村
に
比
べ
潤
っ
て
い
る
町
と
も
い
え
ま
す
。
 

　
こ
の
財
政
状
況
は
県
下
１
位
。
全
国
同
規

模
１
３
７
町
の
内

１１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
前
回
同
様
無

投
票
で
し
た
。
こ
の
間
の
補
欠
選
挙
も
無
投

票
で
す
。
今
や
全
国
の
地
方
議
員
選
挙
の

２５

%
は
無
投
票
で
す
が
、
３
回
連
続
の
事
実
を

当
議
会
は
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
 

　
対
応
策
の
一
つ
は
議
会
改
革
で
す
。
喫
緊

の
課
題
で
す
。
開
か
れ
た
議
会
・
発
信
す
る

議
会
・
わ
か
り
や
す
い
議
会
な
ど
町
民
に
必

要
と
さ
れ
、
町
民
の
為
の
議
会
へ
の
歩
み
は

私
た
ち

１０
議
員
に
課
さ
れ
た
責
務
で
す
。
 

　
単
な
る
、
行
政
の
追
認
機
関
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
町
民
の
付
託
に
お
応
え
す
べ
き
議
会
・

議
員
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
全
議
員
に
よ
る
議
会
改
革
検
討
委
員
会
の

中
で
活
発
な
議
論
・
研
修
を
更
に
進
め
ま
す
。
 

　
議
会
運
営
で
は
、
一
般
質
問
を
今
ま
で
の

一
括
質
問
・
一
括
答
弁
を
改
め
、
傍
聴
人
に

分
か
り
や
す
い
質
問
別
の
答
弁
と
す
る
な
ど
、

各
種
の
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ど
う
ぞ
、
ご
町
民
各
位
の
お
声
を
お
聞
か

せ
頂
け
ま
す
様
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
 

委員会等の説明及び構成 

新委員会の構成　～新体制スタート～ 

　委員会とは、議会内部に複数の組織を設け、各々の組織における分担を決め審査をすることで、議会
を能率的・効果的に運営するため設置されている審査機関のことです。 
　岐南町議会では総務と民生建設の２つの常任委員会が設置され、議員はいずれかの常任委員になる必
要があります。この他に議会運営委員会等が設置されています。 

総務常任委員会⇒総務部・自治教育振興部・二町教育委員会を担当 
民生建設常任委員会⇒民生部・建設部を担当 

常任委員会（各5名） 

総務常任委員会 

議会が公正円滑に運営されるように協議し議長の諮問に応じるほか、議案・請願・陳情などの常任委員
会への振り分けを審議します。 

議会運営委員会（4名） 

「議会だより」を年４回発行し、議会情報を各家庭にお届けしています。 

広報特別委員会（5名） 

新
年
明
け
ま
し
て
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

2018年 

迎春 

委員 

伊藤勝利 
委員 

櫻井　明 
委員 

黒瀨泰孝 
副委員長 

渡邉憲司 
委員長 

小島英雄 

民生建設常任委員会 

議会運営委員会 

委員 

大塚雅司 
委員 

木下美津子 
委員 

松 浩二 

委員 

松 浩二 

副委員長 

後藤友紀 
委員長 

加藤雅浩 

広報特別委員会 

委員 

小島英雄 
委員 

櫻井　明 
副委員長 

後藤友紀 
委員長 

黒瀨泰孝 

委員 

小島英雄 
委員 

加藤雅浩 
副委員長 

伊藤勝利 
委員長 

黒瀨泰孝 

監査委員 

木下美津子 

議長 櫻井　明 副議長 松 浩二 
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決算特別委員会の報告 決算特別委員会の報告 
付託案件：議案7件 

事業実績や効果を 厳しくチェック！！ 事業実績や効果を 厳しくチェック！！ 事業実績や効果を 厳しくチェック！！ 平成28年度 

決算審査 

一般会計支出総額 
特別会計　　〃 
企業会計　　〃 
　水道事業会計　収益的支出 
　　　　　　　　資本的支出 

74億188万円 
58億9,111万円 

 
2億3,672万円 
1億3,371万円 

支出総額136億6,341万円 

会計種別 歳　入 
国民健康保険特別会計 
介護保険特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
下水道事業特別会計 
羽島郡二町教育委員会特別会計 

合　計 

31億7,295万円 
16億5,760万円 

4億3,384万円 
8億4,164万円 
1億4,488万円 

62億5,091万円 

歳　出 
29億6,458万円 
15億2,205万円 

4億1,896万円 
8億4,164万円 
1億4,388万円 

58億9,111万円 

種別 収　入 
収益的 
資本的 

水道事業 
会計 

3億605万円 
5,781万円 

支　出 
2億3,672万円 
1億3,371万円 

支出　74億188万円

収入　78億2,395万円

民生費 
27億7,441万円 

37.5％ 
（福祉医療や高齢者福祉、児童福祉、 

やすらき苑の運営など） 

総務費 
9億1,536万円 

12.4％ 
（一般管理費や財産管理費、 

自治振興費など） 

衛生費 
6億7,804万円 

11.9％ 
（ごみ処理や各種健診など） 

土木費 
7億3,231万円 

9.9％ 

その他 
2億7,811万円 

3.7％ 

公債費 
3億9,597万円 

5.3％ 
（借入返済） 

消防費 
5億3,520万円 

7.2％ 
民生費 

27億7,441万円 
37.5％ 

（福祉医療や高齢者福祉、児童福祉、 
やすらき苑の運営など） 

総務費 
9億1,536万円 

12.4％ 
（一般管理費や財産管理費、 

自治振興費など） 

衛生費 
6億7,804万円 

11.9％ 
（ごみ処理や各種健診など） 

土木費 
7億3,231万円 

9.9％ 

その他 
2億7,811万円 

3.7％ 

公債費 
3億9,597万円 

5.3％ 
（借入返済） 

消防費 
5億3,520万円 

7.2％ 

町税 
38億9,135万円 

37.5％ 

繰入金 
1億8,662万円 

2.4％ 

分担金及び負担金 
1億5,786万円 

2.0％ 
繰越金 

6億3,031万円 
8.1％ 

町債 
5億1,200万円 

6.5％ 

国庫支出金 
9億2,066万円 

11.8％ 

県支出金 
5億4,797万円 

7.0％ 

地方消費税交付金 
4億4,623万円 

5.7％ 
地方交付税 

2億6,036万円 
3.3％ 

その他 
1億3,688万円 

1.8％ 

その他 
1億3,371万円 

1.7％ 

自主財源 
49億9,985万円 

63.9％ 

依存財源 
28億2,410万円 

36.1％ 

町税 
38億9,135万円 

37.5％ 

繰入金 
1億8,662万円 

2.4％ 

分担金及び負担金 
1億5,786万円 

2.0％ 
繰越金 

6億3,031万円 
8.1％ 

町債 
5億1,200万円 

6.5％ 

国庫支出金 
9億2,066万円 

11.8％ 

県支出金 
5億4,797万円 

7.0％ 

地方消費税交付金 
4億4,623万円 

5.7％ 
地方交付税 

2億6,036万円 
3.3％ 

その他 
1億3,688万円 

1.8％ 

その他 
1億3,371万円 

1.7％ 

自主財源 
49億9,985万円 

63.9％ 

依存財源 
28億2,410万円 

36.1％ 

　新たに設置した決算特別委員会を開催し、平成28年度一般会計と5つの特
別会計の決算を審査しました。10月議会にて審査結果を報告し、認定しました。 

●一般会計決算● 

●特別会計● 

●企業会計● 

綰
各
種
交
付
金
が
平
成

２７
年
度
に
比

べ
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る
が
主
な
要

因
は
？
 

綏
県
か
ら
の
見
込
み
に
よ
り
予
算
計

上
を
行
い
ま
す
が
、
見
込
み
誤
り
や

株
価
の
変
動
な
ど
に
よ
り
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
 

綰
実
質
単
年
度
収
支
が
２
億
５
千
万

円
程
度
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
ど

う
考
え
る
の
か
？
 

綏
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
の
工
事
な
ど

の
充
当
財
源
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

た
た
め
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

黒
字
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
の
段
階

か
ら
精
査
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
す
。

な
お
平
成

２９
年
度
決
算
は
黒
字
と
な

る
見
込
み
で
す
。
 

綰
平
成

２８
年
度
の
経
常
収
支
比
率
と

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
？
 

綏
経
常
収
支
比
率
は

８９
・
１
％
、
平

成
２７
年
度
が

８１
・
４
％
で
あ
り
社
会

保
障
費
の
影
響
と
考
え
ら
れ
悪
化
し

て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
は

２８
年
度
３
億
６
百
万
円
、

２７
年

度
１
億
９
百
万
円
で
若
干
上
向
き
で

す
が
庁
舎
等
の
償
還
が
始
ま
る
た
め

悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

綰
ふ
る
さ
と
納
税
で
出
て
い
っ
た
金

額
と
件
数
は
？
 

綏
４
６
２
名
、
約
５
千
万
円
あ
り
、

町
民
税
換
算
で
１
千
８
百
万
円
ほ
ど

で
す
。
 

綰
土
地
売
却
収
入
の
売
却
額
算
定
の

根
拠
は
？
 

綏
鑑
定
評
価
に
基
づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

赤
道
の
と
こ
ろ
は
路
線
価
を
基
に
町

有
財
産
評
価
委
員
会
で
決
定
し
て
い

ま
す
。
 

綰
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
品
売
却
収
入
の

内
訳
は
？
 

綏
自
治
会
の
古
紙
等
回
収
売
却
手
数

料
が
約

２３
万
６
千
円
、
小
型
家
電
売

却
収
入
が
約
４
万
６
千
円
、
自
治
会

や
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
源
物
売

却
収
入
が
約
２
５
８
万
２
千
円
で
す
。
 

綰
通
園
療
育
ル
ー
ム
の
運
営
実
態
は
？
 

綏
さ
く
ら
保
育
園
２
階
に
開
設
し
て

お
り
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
動

作
や
集
団
生
活
に
対
す
る
適
応
訓
練
、

保
護
者
の
個
別
相
談
な
ど
対
応
し
て

い
ま
す
。
 

綰
可
燃
ご
み
積
み
替
え
処
理
は
焼
却

処
理
を
行
え
て
い
た
時
と
比
べ
て
ど

う
か
？
 

綏
処
理
費
用
は
当
初
予
想
よ
り
増
加

し
て
お
り
、
減
量
モ
ニ
タ
ー
制
度
な

ど
ご
み
減
量
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

綰
介
護
支
援
費
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
補
助
金
の
効
果
に
対
す
る
認

識
と
利
用
者
数
は
？
 

綏
要
支
援
約
２
０
０
人
の
方
に
案
内
、

対
象
者
も
少
な
く
利
用
限
度
額
も
低

い
た
め
大
幅
な
サ
ー
ビ
ス
費
増
加
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
効
果
も
１
年

で
直
ち
に
見
え
て
く
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

綰
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
？
 

綏
胃
が
ん

１８
・
１
%
、
子
宮
が
ん

３２

・
１
%
、
乳
が
ん

４１
・
６
%
、
大
腸

が
ん

２７
%
、
肺
が
ん

２７
・
５
%
、
前

立
腺
が
ん

２７
・
２
%
で
受
診
率
向
上

に
向
け
P
R
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

綰
歯
科
検
診
の
受
診
率
は
？
 

綏
２８
年
度
６
・
１
%
で
、
町
外
に
か

か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
る
方
が
多

い
た
め
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
 

綰
放
置
車
両
対
策
事
業
の
実
態
は
？
 

綏
条
例
規
則
に
準
じ
て
処
理
。
昨
年

度
は
警
察
の
指
導
の
み
で
、
移
動
対

象
自
動
車
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

綰
新
所
・
平
島
線
事
業
の
進
捗
状
況
は
？
 

綏
平
成
区
内
は

９０
・
９
%
用
地
買
収

済
み
、
完
成
は
平
成

３３
年
度
末
目
標

で
す
が
厳
し
い
現
状
で
す
。
 

綰
防
犯
灯
球
替
え
等
修
繕
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
１０
年
リ
ー
ス
契
約
内

で
は
な
か
っ
た
か
？
 

綏
地
下
道
な
ど
L
E
D
で
な
い
球
替

え
と
、
支
柱
の
交
換
等
で
す
。
 

綰
各
自
治
会
か
ら
の
防
犯
灯
新
設
要

望
は
？
 

綏
昨
年
度
は
無
く
、
今
年
度

２５
基
要

望
が
あ
り
リ
ー
ス
契
約
準
備
し
て
い

ま
す
。
 

綰
道
路
維
持
補
修
、
道
水
路
草
刈
業

務
委
託
は
優
先
順
位
や
実
施
判
断
基

準
は
？
 

綏
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
優
先
順
位

は
無
く
、
大
規
模
で
あ
れ
ば
町
長
、

副
町
長
と
協
議
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
 

綰
公
園
の
遊
具
撤
去
・
設
置
の
基
準
は
？
 

綏
点
検
に
よ
り
損
傷
が
ひ
ど
い
場
合

は
撤
去
し
て
い
ま
す
。
新
設
は
都
市

公
園
・
運
動
広
場
の
あ
り
方
を
基
に

検
討
し
ま
す
。
 

 

今回の 

ピックアップ 

※会計種別ごとに端数処理をしている為、 
　各種別を合計したものと総額が異なっています。 

認
定
 

認
定
 

認
定
第
1
号
 

平
成
２８
年
度
岐
南
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
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総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案1件 

10月定例会では　こんなことが決まりました 

岐阜市との連携を強化します（議案第32号） 

第 3 回（10 月）定例会議会に提出された案件は 15 件です。 
議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 
付託委員会欄の●総は総務常任委員会、●決は決算特別委員会への付託を表します。 

●総  

●決  

●決  

●決  

●決  

●決  

●決  

●決  

承認第 5 号　専決処分の承認を求めることについて 
（平成29年度一般会計補正予算（専決第1号）） 

　歳入歳出それぞれ784万円を増額し、82億865万1千円としました。 
　衆議院の解散により衆議院議員総選挙を執行する必要があるため、選挙経費を増額したものです。 

議案第32号　岐阜市及び岐南町における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関する
協議について 

　岐阜連携都市圏を形成するため、岐阜市と連携協約を締結することになりました。 
　岐阜連携都市圏では、「経済成長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「生活関連機能サ
ービスの向上」の大きく3つの政策について連携を行い、行政サービスの相互利用のほか、財源や人
材の効率的な集中を図ります。 

議案第33号　平成28年度岐南町水道事業会計未処分利益剰余金及び資本剰余金の処分について 
　未処分利益剰余金6,392万6,504円のうち、3,850万9,325円を自己資本金へ組み入れ、
2,541万7,179円を建設改良積立金に積み立てました。 

議案第34号　工事請負契約の締結について（岐南町総合福祉センター改修工事（建設工事）） 
　岐南町総合福祉センター改修工事（建設工事）の請負契約を岐阜市領下、株式会社丸泰と4,212
万円で契約をしました。工期は、平成30年3月16日を予定しています。 

議案第35号　工事請負契約の締結について（岐南町総合福祉センター改修工事（機械設備工事）） 
　岐南町総合福祉センター改修工事（機械設備工事）の請負契約を岐阜市早田栄町、朝日設備工業
株式会社と1億422万円で契約をしました。工期は、平成30年3月16日を予定しています。 

議案第36号　平成29年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ1億2,606万4千円を増額し、83億3,471万5千円としました。 
　歳出の主なものとして、福祉医療助成事業に伴う県支出金前年度返還金として1,406万5千円の
増額、新総合調理センター北広場及び川手畑運動広場の用地取得費として5,971万3千円の増額、
八剣北公園改修工事費として2,499万8千円の増額となります。 

議案第37号　平成29年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ2,322万3千円を増額し、4億5,236万円としました。 
　歳出の内容は、後期高齢者医療広域連合納付金1,915万9千円、繰出金406万4千円になります。 

認定第 1 号　平成28年度岐南町一般会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額78億2,395万936円に対して、歳出総額74億187万5,351円で4億
2,207万5,585円の黒字となりました。 
　翌年度へ繰り越すべき財源のうち一般財源を用いた事業は、継続費逓時繰越分として、新総合調
理センター建設事業5,648万3千円、繰越明許費分として、総合健康福祉センター施設改修事業を
始めとした全5事業の合計2,025万1千円ありますので、実質収支額3億4,534万1,585円が繰越
金となりました。 

認定第 2 号　平成28年度岐南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額31億7,295万8,915円に対して、歳出総額29億6,457万8,740円で2
億838万175円の黒字となりました。 

認定第 3 号　平成28年度岐南町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額16億5,759万6,404円に対して、歳出総額15億2,204万9,800円で
1億3,554万6,604円の黒字となりました。 

認定第 4 号　平成28年度岐南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額4億3,384万2,362円に対して、歳出総額4億1,896万733円で1,488
万1,629円の黒字となりました。 

認定第 5 号　平成28年度岐南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額8億4,163万6,218円に対して、歳出総額8億4,163万6,218円で差し
引き額は、0円となりました。 

認定第 6 号　平成28年度羽島郡二町教育委員会特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額は、1億4,487万9,842円に対して、歳出総額は1億4,387万9,842円
で100万円の黒字となりました。 

認定第 7 号　平成28年度岐南町水道事業会計歳入歳出決算の認定について 
　収益的収入及び支出について、収益的収入は3億604万5,992円、対する収益的支出が2億
3,672万3,236円となりました。なお、損益計算書における経常利益は6,392万6,504円、当年度
純利益も同額の6,392万6,504円となっています。 
　資本的収入及び支出については、資本的収入5,780万8,560円。対する資本的支出は1億
3,370万9,464円となりました。不足する7,590万904円は消費税及び地方消費税資本的収支調
整額及び過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。 

発議第 1 号　「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の規定に基づく補助率
等のかさ上げ措置の継続を求める意見書について 

　道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（以下：道路財特法）の規定による補助
率のかさ上げ措置が平成29年度末をもって終了する予定のため、地方負担の増大に伴う道路整備
事業への影響が懸念されることから、道路財特法による補助率等のかさ上げ措置について、現行制
度の継続を求める意見書を国に提出することを決定しました。 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

可決 

黒瀨 

黒瀨 

黒瀨 

黒瀨 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した

議員 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した

議員 

綰連携中枢都市圏構想の目的、基本方針、必要性は。 
綏目的は、人口減少社会において、単独市町村で対
応するよりも広域的に見て、コンパクト化も含めて
広域連携で地域活性化を図る事が目的の大前提です。
基本方針としては、今までは国と県、県と市町村と
垂直的な関係でしたが、それぞれの市町が水平連携
を取ることによる活性化を図ることだと考えます。
必要性については、近隣市町それぞれで事業を行う
より、広域圏域で事業を行うことにより経済効果も
上がり、生活関連サービスについても経費削減も考

えられることから、効率性の向上効果的な実施が図
れます。 
 
綰岐阜市と連携協約を締結する意向のある市町はい
くつあるのか。 
綏山県市・本巣市・瑞穂市・北方町・笠松町・岐南
町の3市3町が連携協約を締結する意向です。 
 
綰連携協約の内容は町独自で考えたのか、他の市町
も同じ内容か。 
綏連携協約は岐阜市と岐南町と1対1で行うもので、内容に
ついては岐阜市と協議しましたが、個々の具体的な事業の
記載はありませんので包括的な案として結果的に他の市町
と同じ内容になりました。 

決
定
 

議案第32号 

岐阜市及び岐南町における連携中枢都市圏の形成

に係る連携協約の締結に関する協議について 
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黒瀨 泰孝 議員 

10月定例会 
10月定例会 
10月定例会 

9
人
が
一
般
質
問
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
 

説
明
を
町
に
求
め
、
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
を
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

※
質
問
者
の
責
任
に
お
い
て
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
9
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
 

●
松

浩

二
 ・・・・・・・・・

10
 

ゴ
ミ
処
理
は
ど
う
な
る
の
か
 

都
市
計
画
道
路
と
事
故
防
止
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
状
況
は
 

除
草
の
状
況
は
 

●
小

島

英

雄

 ・・・・・・・・・
11
 

町
・
学
校
の
J
ア
ラ
ー
ト
対
応
 

野
焼
き
の
通
報
 

賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
そ
の
後
 

民
営
化
と
無
償
譲
渡
し
た
園
舎
 

●
加

藤

雅

浩

 ・・・・・・・・・
12
 

自
転
車
保
険
の
加
入
を
義
務
化
す
る
 

条
例
の
制
定
を
 

時
代
に
あ
っ
た
公
園
の
在
り
方
と
 

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
 

●
伊

藤

勝

利

 ・・・・・・・・・
13
 

雨
水
貯
留
施
設
の
今
後
の
計
画
 

交
差
点
に
お
け
る
管
理
体
制
は
 

●
大

塚

雅

司

 ・・・・・・・・・
14
 

来
年
度
予
算
の
骨
格
を
問
う
 

第
4
次
行
政
改
革
総
点
検
、
助
成
事
業

の
検
証
・
見
直
し
 

認
定
こ
ど
も
園
移
行
の
現
時
点
の
状
況
 

●
渡

邉

憲

司

 ・・・・・・・・・
15
 

介
護
の
推
進
 

介
護
用
具
補
助
用
具
の
拡
大
 

施
設
利
用
の
充
実
化
 

特
別
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
待
遇
を
改
善
 

●
木

下

美

津

子

 ・・・・・・
16
 

認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
実
施
計
画
 

図
書
館
新
規
事
業
の
進
捗
状
況
 

●
後

藤

友

紀

 ・・・・・・・・・
17
 

親
子
教
室
の
更
な
る
充
実
を
 

わ
か
り
や
す
い
避
難
所
看
板
に
 

協
定
に
基
づ
い
た
防
災
訓
練
を
 

主 な 質 問 事 項 

（
民
生
部
長
）
こ
れ
ら
３
施
設
で
は
、

浴
室
や
機
能
回
復
訓
練
室
の
他
、

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
活
き
活
き
と
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
行
な
い
、

毎
日
多
く
の
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
や
す
ら
ぎ
苑
は
、
今
年
度
に
空
調
工

事
を
は
じ
め
、
西
棟
を
中
心
と
す
る
全

館
の
改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
は
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
子

育
て
中
の
女
性
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
や
子
ど
も
の
学
習
室
な
ど
、
世
代
ご

と
に
対
応
で
き
る
支
援
ス
ペ
ー
ス
や
、

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
、
多
世
代

交
流
カ
フ
ェ
と
し
て
若
い
世
代
も
対
象

と
し
た
、
活
気
の
あ
る
三
世
代
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
に
改
修
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。
 

　
少
子
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代

に
お
い
て
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
け
る
施
設
の
創
設
は
、
幅
広
い
年
代

の
方
が
触
れ
合
い
交
流
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
発
見
や
お
互
い
の
良
さ
を
理
解

で
き
、
岐
南
町
の
将
来
像
と
し
て
の
「
夢

を
育
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
・
ぎ

な
ん
」
の
目
標
に
向
け
て
の
発
信
の
場

と
な
る
よ
う
残
る
２
施
設
に
つ
い
て
も
、

国
、
県
等
の
補
助
金
活
用
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
改
修
等
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
現
在
、
岐
南
町
に
於

い
て
も
、
地
域
の
様
々
な
関
係
者

が
中
心
と
な
り
、

２２
の
自
治
会
に
お
い

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
ご
み
出
し
支
援
や
資
源
ご

み
回
収
及
び
分
別
が
中
心
で
は
あ
り
ま

す
が
、
買
い
物
に
行
け
な
い
人
や
外
出

で
き
な
い
人
に
つ
い
て
も
、
家
族
や
親
族
、

近
隣
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

支
援
を
受
け
て
お
ら
れ
、
「
地
域
の
こ

と
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
」

が
着
実
に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
高

齢
者
・
障
害
者
の
方
の
閉
じ
こ
も
り
防

止
や
自
立
し
た
生
活
の
維
持
を
目
指
す

た
め
の
支
援
体
制
構
築
の
検
討
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
振
興
部
長
）
現
在
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
電
話
予
約
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
た
め
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
々
に
は
、
若

干
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

岐
南
町
に
お
い
て
も
高
齢
化
の
波
は
着

実
に
押
し
寄
せ
て
お
り
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
外
出
支
援
（
足
の
確
保
）
に

つ
い
て
は
、
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
今
後
、
町
と
し
て
何
が
出
来
る

の
か
具
体
的
な
方
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
、
導
入

後
８
年
の
年
月
が
経
過
し
て
お
り
、
状

況
も
変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

他
市
町
の
公
共
交
通
の
状
況
や
、
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
の
導
入
の
い
き
さ
つ
等
を
聞

き
取
り
し
、
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

７０歳以上の方・障がい者の方・運転免許証
を自主返納された方などが利用対象になる。 

〈神戸町ばらタクサービス事業〉 参考例 

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
 

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
 

部
長
　
今
後
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
 

高
齢
者
・
障
害
者
の
外
出
支
援
策
に

つ
い
て
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
。
 

福
祉
施
設
（
や
す
ら
ぎ
苑
、
く
つ
ろ

ぎ
苑
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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小島 英雄 議員 松　 浩二 議員 

（
民
生
部
長
）
可
燃
ゴ
ミ
の
現
状
は

こ
こ
数
年
は
増
加
傾
向
で
あ
り
４

月
か
ら
９
月
ま
で
で
は
昨
年
度
３,
９
９

２
t

、
今
年
度
４,
０
５
２
t

と
比
較
す

る
と
プ
ラ
ス

６０
t

で
１.５
%
増
加
し
て
い

ま
す
。
内
訳
と
し
て
家
庭
系
ゴ
ミ

１２
t

（
０.５
%
）
増
、
事
業
系
ゴ
ミ

８９
t

（
２.６
%
）

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
昨
年
６
月
に
羽
島
市

福
寿
町
平
方
地
区
に
用
地
決
定
報

告
が
あ
り
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
に

て
「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
中
で
す
。
形
状
な
ど
は
協
議
中

で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
費
用
な
ど
は
検
討
中
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
平
成

２８
年
２
月
に
策

定
し
た
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
平
成

３７
年
度
ま
で
の

将
来
推
計
値
は
、
ご
み
減
量
施
策
を
実

施
前
提
に
お
い
て
減
少
予
測
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
運
営
管
理
事
業
方
式
は
P
F
I

、

D
B
O
な
ど
構
成
市
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
、
幹
事
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
国
道

２１
号
線
、

２２
号

線
、
１
５
６
号
線
は
整
備
済
み
、

新
所
平
島
線
は

３３
%
、
岐
南
町
全
体
で

は
４６
%
が
整
備
済
み
で
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
町
内
事
故
の
ほ
と
ん

ど
は
車
両
対
車
両
で
あ
り
、
事
故

防
止
を
図
れ
る
も
の
は
岐
阜
県
公
安
委

員
会
に
申
請
し
て
お
り
ま
す
が
、
時
間

を
要
し
ま
す
。
町
道
管
理
者
と
し
て
カ

ラ
ー
舗
装
、
赤
色
回
転
灯
、
減
速
マ
ー

ク
設
置
な
ど
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
お
い
て
安
全

対
策
整
備
を
す
す
め
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
今
年
度
中
に
改

修
予
定
で
す
。
「
多
世
代
交
流
カ

フ
ェ
」
「
食
堂
事
業
」
な
ど
町
民
福
祉

の
向
上
、
健
康
増
進
な
ど
考
慮
し
進
め

て
い
き
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
作
業
や
交
通
安
全
上

危
険
箇
所
な
ど
対
応
に
努
め
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
飛

来
す
る
ま
で
時
間
は
非
常
に
短
い

た
め
、
住
民
の
皆
様
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル

落
下
時
の
行
動
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
広
報
ぎ
な
ん
や
回

覧
等
で
も
周
知
し
、
と
っ
さ
の
行
動
が

で
き
る
よ
う
周
知
し
て
い
く
こ
と
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
の
考
え
対
策
は
、
初
動
連
絡
体

制
の
迅
速
な
確
立
と
初
動
措
置
に
努
め

る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
の
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員

会
で
は
、
教
職
員
が
児
童
生
徒
の

命
を
守
る
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
共
通

理
解
を
し
、
発
令
さ
れ
た
時
と
場
を
想

定
し
て
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

学
校
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、

各
学
校
で
訓
練
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
野
焼
き
は
法
で
禁
止

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
「
今

後
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
懇

切
丁
寧
に
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ

う
な
事
案
は
多
々
発
生
し
て
い
る
た
め
、

過
去
に
マ
イ
タ
ウ
ン
ぎ
な
ん
・
岐
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
一
度
、
羽
島
郡
広

域
連
合
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
住
民
に
周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
賑
わ
い
の
拠
点

の
実
現
は
「
岐
南
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、

滞
在
人
口
を
増
や
し
、
活
力
と
賑
わ
い

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
重
要
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
賑
わ
い
に
必
要
な
機
能
」
「
賑
わ
い

の
拠
点
の
整
備
・
運
営
に
お
け
る
行
政

と
民
間
の
役
割
分
担
」
「
今
あ
る
地
域

資
源
の
活
用
」
等
の
論
点
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
地
域
や
町
民
か
ら
の

苦
情
や
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
育
所
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
が

負
う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
保
育
所

敷
地
内
か
ら
風
雨
等
に
よ
り
、
道
路
に

土
石
が
流
出
し
た
場
合
、
福
祉
法
人
と

協
議
の
上
、
そ
の
除
去
等
の
対
応
を
行

い
ま
す
。
 

 

水はけの悪い園庭 
町による道路標示 

大型焼却炉 

柳
津
に
あ
っ
た
旧
ゴ
ミ
焼
却
施
設
が

停
止
、
平
成
２８
年
4
月
よ
り
三
重
県

と
長
野
県
の
民
間
処
理
業
者
に
委
託
さ
れ

る
。
そ
れ
に
伴
い
当
初
の
積
み
替
え
施
設

建
設
や
運
搬
車
両
、
維
持
管
理
費
を
含
め

7
億
円
近
く
費
用
が
か
か
り
ま
た
運
搬
費

用
と
し
て
昨
年
度
に
お
い
て
お
よ
そ

7
3
0
0
万
円
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

人
口
が
増
加
傾
向
で
あ
り
比
例
し
て
ゴ
ミ

増
加
が
予
測
さ
れ
る
が
現
状
は
ど
う
か
。
 

羽
島
市
に
建
設
予
定
の
新
ゴ
ミ
焼
却

施
設
の
進
捗
状
況
と
、
そ
れ
に
伴
い

岐
南
町
の
建
設
費
用
負
担
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
 

道
路
の
整
備
に
よ
り
発
展
し
た
岐
南

町
と
思
わ
れ
る
が
、
お
よ
そ
５０
年
ほ

ど
前
の
都
市
計
画
に
お
い
て
予
定
さ

れ
た
路
線
の
整
備
状
況
と
見
直
し
は
。
 

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
の
中
の
第
１６
条

の
2
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
は

敷
地
内
と
い
え
ど
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
周
知
徹
底
さ
せ
、
厳
重
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
は
。
 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
向
け
て
発

射
さ
れ
た
場
合
、
と
っ
さ
の
行
動
や

判
断
が
生
死
を
分
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
町
は
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

少
し
で
も
人
命
被
害
等
を
防
ぐ
た
め
、
速

や
か
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
急
ぎ
、

情
報
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町

と
し
て
の
考
え
や
対
応
は
。
 

防
災
訓
練
や
地
震
の
避
難
訓
練
と
は

違
っ
た
避
難
訓
練
が
必
要
で
す
。
生

命
の
危
機
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応

は
。
 

賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
は
、
町
を
よ

り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
是
が
非
で

も
必
要
な
政
策
で
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
の
見
解
を
。
 

ゴ
ミ
処
理
は
ど
う
な
る
の
か
 

部
長
　
構
成
市
町
と
協
議
を
す
す
め
る
 

除
草
の
状
況
は
 

部
長
　
危
険
箇
所
は
対
応
 

都
市
計
画
道
路
と
事
故
防
止
 

部
長
　
現
況
に
あ
っ
た
道
路
整
備
を
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
状
況
は
 

課
長
　
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
 

保
育
園
の
駐
車
場
が
足
ら
な
い
の
は
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
。
園
庭
は
水
は

け
が
悪
く
、
直
ぐ
に
ぬ
か
る
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
使
用
す
る
母
親
等
の
た

め
に
も
園
庭
を
改
良
す
る
考
え
は
。
 

町
・
学
校
の
J
ア
ラ
ー
ト
対
応
 

部
長
　
町
の
J
ア
ラ
ー
ト
対
応
 

教
育
長
　
学
校
の
J
ア
ラ
ー
ト
対
応
 

賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
そ
の
後
 

課
長
　
賑
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
 

民
営
化
と
無
償
譲
渡
し
た
園
舎
 

部
長
　
園
舎
か
ら
出
て
く
る
送
迎
車
 

野
焼
き
の
通
報
 

部
長
　
通
報
に
対
す
る
対
応
 

改
修
の
状
況
と
活
用
方
法
は
。
 

通
行
の
妨
げ
で
あ
っ
た
り
、
排
水
の

妨
げ
と
な
る
雑
草
の
対
応
は
。
 

旧
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
解
体
計
画
は
。
 

ゴ
ミ
減
量
の
努
力
も
必
要
だ
が
人
口

や
事
業
所
が
増
加
傾
向
で
あ
り
ゴ
ミ

増
量
が
今
後
も
予
測
さ
れ
る
が
、
１０
年
２０

年
さ
ら
に
先
を
考
え
た
と
き
、
少
し
で
も

町
民
の
負
担
減
と
な
る
よ
う
例
え
ば
建
設

時
に
お
い
て
P
F
I

方
式
や
D
B
O
方
式

に
す
る
な
ど
最
善
策
と
し
て
考
え
は
。
 

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
事
故
も
増
加

傾
向
と
な
る
。
多
く
の
町
民
の
方
々

か
ら
信
号
や
道
路
標
識
な
ど
要
望
が
多
く

あ
っ
て
も
警
察
や
公
安
の
判
断
と
な
る
。

町
道
管
理
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
。
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伊藤 勝利 議員 加藤 雅浩 議員 

（
教
育
長
）
自
転
車
通
学
を
許
可
し

て
い
る
生
徒
に
は
、
安
全
な
登
下

校
に
つ
い
て
、
学
年
初
め
か
ら
く
り
返

し
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

夏
季
休
業
日
前
に
交
通
安
全
協
会
岐
南

支
部
か
ら
講
師
を
招
聘
し
て
講
習
を
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
毎
日
の
校
門
で
の

立
哨
指
導
、
月
２
回
以
上
実
施
し
て
い

る
通
学
路
で
の
立
哨
指
導
で
、
生
徒
の

通
学
の
様
子
に
つ
い
て
把
握
す
る
と
と

も
に
日
常
的
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
ま
す
。
 

　
保
険
加
入
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
７

割
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
自

転
車
通
学
許
可
の
条
件
と
し
て
保
険
加

入
を
加
え
る
な
ど
加
入
促
進
に
つ
い
て
、

取
組
に
検
討
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
平
成

２９
年
上
半
期
高
齢

者
人
口
千
人
当
た
り
の
自
転
車
、

歩
行
者
の
交
通
事
故
高
齢
被
害
者
数
が
、

県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
り
、
「
高
齢

運
転
者
対
策
重
点
地
域
」
「
高
齢
者
歩

行
者
・
自
転
車
対
策
重
点
地
域
」
の
指

定
を
受
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
通
し
て
町
民

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
学
校
と

連
携
し
た
加
入
促
進
活
動
を
実
施
し
、

加
入
者
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
自
転

車
保
険
加
入
義
務
化
の
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
、
他
市
町
の
動
向

を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
再
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
説
明
会
で
頂
い
た
意
見
を
反

映
し
な
が
ら
既
存
施
設
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
で
整
備
費
を
抑
え
る
だ
け

で
な
く
、
今
あ
る
公
園
の
特
色
や
、
他

の
公
園
に
は
無
い
魅
力
的
な
部
分
を
継

承
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成

２９
年

１１
月

頃
工
事
に
着
手
し
、
平
成

２９
年
度
内
に

既
設
の
解
体
や
撤
去
工
事
、
土
工
事
を

中
心
に
工
事
に
入
り
ま
す
。
平
成

３０
年

度
に
入
り
、
大
型
遊
具
や
便
所
の
設
置

な
ど
を
行
い
、
平
成

３０
年
の
秋
頃
に
は

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
利
用
者
か
ら
の
改
善
要

望
に
応
え
、
特
に
ト
イ
レ
や
井
戸

の
衛
生
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
こ

か
ら
水
を
引
く
の
か
、
汚
水
を
ど
の
よ

う
に
処
理
す
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
解

決
に
向
け
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
 

　
河
川
敷
の
中
に
あ
る
こ
と
で
、
構
造

物
等
の
設
置
な
ど
に
様
々
な
制
約
が
あ

る
の
で
、
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、

具
体
的
な
改
修
計
画
を
立
案
し
、
要
望

書
等
を
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
環
境
整
備
の
具
体
的
な

計
画
と
し
て
、
ト
イ
レ
の
設
置
、

敷
地
中
央
に
残
る
切
り
株
の
抜
根
及
び

表
層
土
の
入
替
等
の
整
地
の
実
施
に
向
け
、

検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
新
年
度
予
算
編
成
の
場
に
て
、
整
備

内
容
や
整
備
費
を
明
確
に
し
、
事
業
採

択
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
運
動
広
場
の
多
く
が
借

地
と
い
う
前
提
は
、
ど
う
し
て
も

施
設
の
充
実
に
際
し
て
は
課
題
と
な
り

ま
す
。
運
動
広
場
の
指
定
管
理
に
は
、

こ
の
課
題
解
消
に
向
け
設
置
要
綱
の
見

直
し
を
行
っ
た
上
で
利
用
状
況
な
ど
を

注
視
し
つ
つ
、
今
後
の
検
討
課
題
の
ひ

と
つ
と
見
据
え
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
近
年
の
異
常
気
象
に

伴
う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
の
急
激
な
水

位
上
昇
に
は
、
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
さ

え
あ
り
ま
す
。
計
画
貯
留
施
設
数
は
、

１８
箇
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
　
現
時

点
で
は
、
岐
南
中
学
校
を
始
め
、
３
小

学
校
と
、
多
目
的
広
場
を
含
む
総
合
体

育
館
の
４
施
設
で
、
厚
八
運
動
場
に
来

年
度
整
備
予
定
で
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に

て
確
認
、
不
備
等
あ
れ
ば
速
や
か

修
繕
対
応
、
ま
た
、
一
部
不
鮮
明
な
個

所
も
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
主
要
道
路

を
優
先
し
、
劣
化
の
著
し
い
道
路
か
ら

計
画
的
に
修
繕
、
改
修
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
抜
本
的
な
改
良
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
道
路

管
理
者
と
し
て
住
民
の
安
全
を
守
る
こ

と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
安
全

対
策
と
し
て
、
添
架
式
デ
リ
ニ
ェ
ー
タ

ー
の
有
効
性
を
検
討
し
、
堤
防
道
路
の

管
理
者
で
あ
り
ま
す
国
土
交
通
省
と
協

議
を
行
い
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
「
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
夏
季
休

業
中
の
合
同
点
検
、
二
年
ご
と
の
合
同

点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
通

学
路
は
対
策
個
所
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
町
道
が
国
道

２２
号
線
か

ら
国
道

２１
号
バ
イ
パ
ス
へ
の
通
り
抜
け

に
利
用
さ
れ
、
危
険
な
箇
所
に
な
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。
毎
日
、
保
護
者

に
安
全
指
導
の
お
願
い
と
、
教
職
員
が
、

こ
こ
も
含
め
た
危
険
箇
所
で
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
町
道
１
０
４
号

線
の
横
断
道
路
を
は
さ
む
東
西
に
は
、

既
に
カ
ラ
ー
舗
装
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

児
童
生
徒
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

西
か
ら
東
進
す
る
車
両
に
カ
ー
ブ
手
前

で
減
速
す
る
こ
と
を
促
す
啓
発
看
板
「
通

学
路
あ
り
減
速
」
や
、
「
通
学
路
注
意
」

な
ど
を
設
置
す
る
方
向
で
再
度
、
建
設

課
と
協
議
し
ま
し
た
。
 

時代にあった公園へと 
整備が求められる運動広場 

保険加入が自転車通学の 
許可条件に 

見通しの悪い学童横断道路 

通称 薬師寺堤防道路の魔のカーブ 

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
を
始
め
、
近
頃
は
、
線
状
降
雨
帯

に
よ
る
長
時
間
に
わ
た
る
多
量
の
雨
水
は

脅
威
で
あ
り
、
貯
留
施
設
の
増
設
計
画
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。
 

徳
田
6
丁
目
と
7
丁
目
の
境
界
地
点

の
学
童
横
断
道
路
に
お
い
て
、
危
険

防
止
対
策
と
し
て
、
数
年
前
に
標
識
の
設

置
等
実
施
し
て
頂
い
た
が
、
問
題
は
最
大

の
危
険
要
因
と
し
て
、
数
メ
ー
ト
ル
西
側

が
カ
ー
ブ
で
あ
り
、
東
進
す
る
運
転
者
の

視
界
が
非
常
に
悪
く
、
危
険
性
が
極
め
て

た
か
い
た
め
、
安
全
面
か
ら
も
早
期
に
東

へ
移
動
す
る
こ
と
が
賢
明
と
考
え
る
が
。
 

薬
師
寺
堤
防
道
路
に
お
け
る
、
5
丁

目
地
内
の
通
称
、
魔
の
カ
ー
ブ
地
点

の
事
故
防
止
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
も
、
度
重
な
る
事
故
の
影
響
で
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
が
破
損
状
態
で
あ
る
。
こ
の
地

域
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ
何
時
、
車
が
飛
び

込
む
の
か
心
配
が
絶
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
際
、
根
本
的
な
事
故
防
止
対
策
を
含

め
、
運
転
者
が
遠
方
か
ら
で
も
カ
ー
ブ
が

あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
極
め
て
効
果
の

あ
る
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
添
架
用
デ
リ
ニ
ェ

ー
タ
ー
の
設
置
の
考
え
は
。
 

交
差
点
で
の
道
路
標
識
、
停
止
ラ
イ

ン
等
交
差
点
を
示
す
施
設
は
、
常
に

点
検
、
整
備
、
管
理
す
る
こ
と
で
交

通
事
故
の
未
然
防
止
に
繋
が
る
が
。
 

自
転
車
保
険
の
加
入
を
義

務
化
す
る
条
例
の
制
定
を
 

自
転
車
通
学
に
保
険
加
入
推
奨
 

教
育
長
　
保
険
へ
の
加
入
を
許
可
条
件
に
 

時
代
に
あ
っ
た
公
園
の
在
り
方
と

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
 

雨
水
貯
留
施
設
の
今
後
の
計
画
 

部
長
　
来
年
度
、
厚
八
運
動
場
に
予
定
 

交
差
点
に
お
け
る
管
理
体
制
は
 

部
長
　
主
要
道
を
優
先
し
計
画
的
に
実
施
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
に
つ
い
て

の
考
え
。
 

旧
北
保
育
園
跡
地
に
つ
い
て
の
考
え
。
 

八
剣
北
公
園
改
修
の
概
要
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。
 

小
規
模
公
園
の
指
定
管
理
を
進
め
る

べ
き
で
は
。
 

自
転
車
保
険
加
入
義
務
化
の
必
要
性

と
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
考
え
。
 

自
転
車
通
学
す
る
中
学
生
の
保
険
の

加
入
割
合
は
。
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公約実現の為、策定中の 
子ども・子育て支援事業計画 

総合調理センターにある 
残食を処理する生ゴミ処理機 

（
町
長
）
「
子
育
て
短
期
支
援
事
業
」

や
「
獅
子
芝
居
公
演
開
催
事
業
」

な
ど
に
つ
い
て
予
算
計
上
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
公
約
の
任
期
中
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
た
に
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
強
化
事
業
」
「
子
ど
も
食
堂
事
業
」

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
機
構
改
革
と
し
て
、
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸

事
業
支
援
、
学
官
連
携
事
業
の
促
進
を

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）

１５
歳
未
満

の
人
口
動
態
は
制
度
開
始
を
境
に

約
１
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
は
、
給
食
費
無
料
化
導
入
が
要
因

の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
又
、
平
成

２８

年
度
の
公
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料

化
実
施
自
治
体
は
全
国
で

６０
自
治
体
に

上
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
平
成

２８
年

度
小
・
中
学
校
の
食
べ
残
し
実
績
は
、

一
日
平
均
約

６０
㎏
、
年
間
約

１３
ト
ン
。

今
年
度
に
な
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

栄
養
士
を
中
心
に
、
献
立
の
工
夫
、
食

育
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
岐
南
町
の

社
会
動
態
、
転
入
者
数
か
ら
転
出

者
数
を
引
い
た
社
会
増
は
平
成

２４
年
後

半
か
ら
大
幅
に
増
加
。

１５
歳
未
満
の
人

口
状
況
も
制
度
開
始
の
平
成

２５
年
度
を

境
に
約
１
０
０
人
増
加
。
こ
の
結
果
は

制
度
導
入
が
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
て

い
る
が
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
。
中
学

校
卒
業
、
給
食
費
助
成
の
対
象
か
ら
外

れ
た
方
の
転
出
は
、
４
名
の
み
で
し
た
。
 

 
（
民
生
部
長
）
私
立
幼
稚
園
が
存
在

し
な
い
市
町
村
で
は
制
度
を
設
け

て
い
な
い
事
が
多
い
。
町
内
5
つ
の
保

育
園
は
、
認
定
こ
ど
も
園
以
降
を
目
指

し
て
お
り
、
又
、
受
入
れ
も
可
能
。
町

外
保
育
園
通
園
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
現
時
点
で

の
制
度
復
活
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
（
民
生
部
長
）
岐
南
さ
く
ら
中
保
育

園
は
、
平
成

３１
年
４
月
認
定
こ
ど

も
園
移
行
予
定
と
し
て
県
の
認
可
を
受

け
て
い
る
。
町
と
し
て
は
平
成

３１
年
４

月
に
全
保
育
園
が
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
開
設
で
き
る
事
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後
両
法
人
と
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
在
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ

補
助
金
は
、
現
在
提
供
さ
れ
て
い

る
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、
障
害
者
の

制
度
を
総
合
的
に
見
据
え
て
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
 

 

（
総
務
部
長
）
民
間
事
業
者
が
提
供

す
る
フ
リ
ー
W
i-

F
i

は
、
１
拠

点
で
数
万
円
程
度
の
導
入
費
と
月
額
数

千
円
か
ら
の
維
持
管
理
経
費
が
必
要
な

だ
け
で
、
非
常
に
安
価
に
導
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
先
進
自
治
体
の
導
入

事
例
を
み
て
も
利
用
者
の
判
断
と

責
任
の
も
と
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に
対
す

る
利
便
性
と
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
か
を
今
後
の
検
討

課
題
に
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
利
用
者
の
自
己
責
任

の
元
、
利
便
性
を
優
先
し
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
わ
な
い
安
価
で
簡

単
な
方
式
と
す
る
の
か
、
ま
た
は
多
額

な
費
用
負
担
を
し
た
上
で
利
便
性
は
損

な
わ
れ
る
が
、
事
前
登
録
制
な
ど
に
よ

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
優
先
し
た
方

式
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町

の
動
向
を
継
続
し
て
調
査
・
研
究
し
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
地
域
の
た

め
、
人
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
だ

さ
る
団
体
等
の
活
動
を
尊
重
し
つ
つ
、

個
人
申
請
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
利
便

性
を
高
め
公
の
施
設
と
し
て
、
公
民
館

等
の
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
様
々
な
個
別
対
応
が
要

求
さ
れ
る
勤
務
の
困
難
さ
や
、
優

秀
な
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
周
辺

の
市
町
の
実
態
も
踏
ま
え
て

３０
年
度
に

向
け
て
生
涯
教
育
課
と
共
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

岐阜市役所のWi-Fi表示 
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若
い
世
代
の
転
入
、
移
住
促
進
は
需

要
な
課
題
で
あ
る
が
、
転
入
・
転
出

が
拮
抗
し
て
い
る
。
こ
の
実
態
と
給

食
費
無
料
化
は
関
係
し
て
い
る
の
か
。
 

給
食
状
況
食
べ
残
し
か
な
り
見
ら
れ

る
。
「
給
食
の
あ
り
方
、
考
え
方
」

と
と
も
に
税
金
投
入
の
視
点
か
ら
の

認
識
は
。
 

公
約
に
あ
る
子
育
て
支
援
策
、
ま
ち

の
活
性
化
に
は
相
応
の
予
算
確
保
が

求
め
ら
れ
る
。
予
算
配
分
の
考
え
方
・

方
針
は
。
 

公
民
館
や
町
民
セ
ン
タ
ー
を
、
町
外

の
方
や
岐
南
町
で
住
ん
で
い
て
も
個

人
で
借
り
よ
う
と
し
た
場
合
、
借
り
る
事

が
出
来
な
い
と
の
声
を
聞
く
。
幅
広
く
使

い
や
す
い
公
民
館
や
町
民
セ
ン
タ
ー
に
し

て
い
く
事
は
で
き
な
い
か
。
 

介
護
用
具
は
、
病
状
に
合
わ
せ
て
介

護
保
険
で
使
え
る
が
、
医
師
が
患
者

に
と
っ
て
一
番
良
い
介
護
用
具
は
介
護
保

険
で
使
え
な
い
事
も
多
く
、
実
費
で
買
っ

た
り
高
額
で
借
り
た
り
と
家
族
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
医
師
が
患
者
に

と
っ
て
良
い
も
の
と
判
断
し
た
場
合
は
、

介
護
用
具
を
介
護
保
険
で
使
え
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
。
 

在
宅
介
護
の
大
変
さ
は
、
食
事
か
ら

始
ま
り
衣
服
の
着
替
え
、
そ
し
て
、

重
要
な
生
理
現
象
の
一
つ
で
あ
る
排
泄
行

為
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
、
寝
た

き
り
で
身
体
が
硬
直
し
た
人
の
オ
ム
ツ
替

え
は
非
常
に
難
し
く
、
そ
の
行
為
を
一
日

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
困
難
の
極
み
と
い
え
る
。
身
体
障
害

者
の
等
級
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
を

付
け
、
在
宅
介
護
の
推
進
を
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
 

岐
南
町
も
近
隣
市
町
や
先
進
自
治
体

と
同
じ
よ
う
に
W
i-

F
i

環
境
整
備

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
 

各
施
設
の
W
i-

F
i

環
境
整
備
を
進

め
て
い
く
に
は
、
年
間
ど
の
ぐ
ら
い

の
費
用
が
か
か
る
の
か
。
 

近
隣
市
町
や
先
進
自
治
体
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。
 

特
別
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
待
遇
を

改
善
し
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て

い
く
事
は
で
き
な
い
か
。
 

来
年
度
予
算
の
骨
格
を
問
う
 

町
長
　
公
約
・
任
期
中
実
現
に
取
り
組
む
 

第
4
次
行
政
改
革
総
点
検
、

助
成
事
業
の
検
証
・
見
直
し
 

認
定
こ
ど
も
園
移
行
の
現

時
点
の
状
況
 

介
護
の
推
進
 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
 

部
長
　
在
宅
支
援
を
総
合
的
に
検
討
 

施
設
利
用
の
充
実
化
 

W
i-

F
i

環
境
整
備
の
推
進
 

部
長
　
W
i-

F
i

環
境
整
備
を
検
討
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

部
長
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

介
護
用
具
補
助
用
具
の
拡
大
 

特
別
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
待
遇
を
改
善
 

平
成
２５
年
度
の
給
食
費
無
料
化
導
入

の
効
果
は
。
 

町
長
公
約
事
業
、
実
施
の
意
向
は
。
 

幼
稚
園
就
園
奨
励
金
、制
度
復
活
は
。 

移
行
の
時
期
・
全
園
移
行
か
一
部
移
行

か
。
 

編
成
に
あ
た
り
来
年
度
の
新
た
な
施

策
は
。
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後藤 友紀 議員 木下 美津子 議員 

総合調理センターに設置の 
アレルギー対応調理室 

岐南町作成の認知症対策のチラシ 

（
民
生
部
長
）
松
波
総
合
病
院
に
業

務
委
託
し
昨
年
４
月
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
支
援
チ
ー
ム
は
医
師
、

看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
作
業
療

法
士
の
４
名
。
具
体
的
活
動
は
、
認
知

症
の
疑
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
に
受

診
を
す
す
め
て
も
放
置
状
態
等
に
お
い
て
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
連
携
し

早
期
診
断
、
対
応
を
図
り
支
援
し
て
い

ま
す
。
又
、
認
知
症
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
年
度
も
、
新
た
に

１
１
０
名
が
見
守
り
を
希
望
し
て

い
ま
す
。
見
守
り
活
動
の
協
力
者
、
民

生
委
員
、
自
治
会
等
と
連
携
し
、
早
期

発
見
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
現
在
は
検
査
項
目
か

ら
内
科
の
医
療
機
関
が
中
心
で
す
。

こ
の
実
施
体
制
で
の
聴
力
検
査
は
困
難

で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
全
国
各
地
で
の
講
演
、

書
籍
の
出
版
等
活
躍
の
医
師
が
町

内
に
開
業
し
て
い
ま
す
。
先
生
の
都
合

等
伺
い
今
年
度
中
に
実
施
し
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
小
中

学
生
で
対
象
者
は

４８
名
、
対
象
食

物
は
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
対
象
品
目
の

２７

品
目
に
近
い
食
材
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
来
年
度
中
に
「
卵
」
の
除
去
食
の

提
供
を
進
め
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
卵
ア
レ
ル

ギ
ー
の
対
象
者
は

１０
名
で
す
。
し

か
し
卵
以
外
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

子
が
い
る
の
で
、
献
立
の
食
材
に
よ
り

提
供
で
き
る
人
数
は
異
な
り
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
実
際

１０
月

１
日
よ
り
施
行
し
、

１１
月
号
マ
イ

タ
ウ
ン
ぎ
な
ん
に
掲
載
し
ま
す
。
対
象

者
へ
は
チ
ラ
シ
配
布
等
で
周
知
し
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
と
い
う

乳
幼
児
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
早
期
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
に
対
し
て
気
づ
き
を

促
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
広
報
誌
や
H
P
・
子

育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
の
周
知
、

チ
ラ
シ
の
配
置
、
役
場
の
関
係
窓
口
で

随
時
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
件
数
は
今
年
度
上
半
期

１０
件
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
表
現
の
工
夫
や
配
慮

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
利
用
日
を
増
や
す
等
、

利
用
者
の
希
望
に
応
え
な
が
ら
事

業
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
達
の
健
全

育
成
と
子
育
て
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
一
時
避
難
所
は
周
辺

の
自
治
会
住
民
に
限
定
さ
れ
た
避

難
所
で
あ
り
、
避
難
所
開
設
や
運
営
な

ど
す
べ
て
を
自
治
会
が
担
わ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
時
避
難
所
が

あ
る
自
治
会
に
は
今
後
さ
ら
に
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
緑
色
十
字
を
四
角
で

囲
っ
た
標
識
か
ら
、
緑
色
の
走
っ

て
い
る
人
型
に
随
時
変
更
し
て
い
ま
す
。

緑
十
字
を
四
角
で
囲
っ
た
標
識
は
、
設

置
当
時
に
お
け
る
統
一
表
示
で
あ
っ
た

た
め
、
一
時
避
難
所
と
避
難
場
所
が
同

じ
標
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
公
民

館
の
避
難
所
看
板
は
平
成

２４
年
度
か
ら
、

撤
去
し
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
、

提
案
の
内
容
も
踏
ま
え
、
早
急
に
設
置

す
る
よ
う
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
適
不
適
マ
ー
ク
は
避

難
所
と
し
て
の
認
識
を
高
め
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
多
国
語
表
記
は
、
避

難
所
看
板
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を

作
成
す
る
際
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
蓄
光
看
板
は
、

看
板
更
新
時
期
ま
で
に
研
究
を
進
め
、

実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
「
広
告
付
き
避
難
所

誘
導
看
板
の
設
置
に
関
す
る
協
定
」

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
申
し
入
れ
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
平
成

２８
年
度
に
「
災

害
時
等
の
保
育
園
開
放
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
現
状
の
岐

南
町
地
域
防
災
計
画
の
改
定
時
に
修
正

し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
保
育
園
の
開
放
責
任

者
も
訓
練
に
参
加
し
、
災
害
対
策

本
部
か
ら
保
育
園
へ
の
避
難
所
開
設
の

要
請
等
の
手
順
等
を
確
認
し
、
町
よ
り

保
育
園
に
職
員
を
派
遣
し
、
管
理
責
任

者
と
し
て
の
訓
練
も
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 

災害避難誘導標識の記載例 現在の避難場所看板 

国
が
2
0
1
5
年
1
月
に
示
し
た
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
あ
る
認
知
症
の

早
期
診
断
、
対
応
に
つ
な
ぐ
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
。
2
0
1
7
年
度
ま
で
に
全
市

区
町
村
へ
設
置
と
の
事
、
今
年
3
月
末
現

在
全
国
で
約
４０
%
の
設
置
状
況
。
当
町
の

状
況
は
。
 

認
知
症
を
招
く
原
因
の
一
つ
に
老
人

性
難
聴
が
あ
る
。
聞
き
づ
ら
さ
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
く
、

そ
の
事
で
引
き
こ
も
り
、
認
知
症
を
発
症

す
る
原
因
と
も
な
る
。
６５
歳
以
上
の
基
本

検
診
に
聴
力
検
査
導
入
を
。
 

8
月
完
成
し
た
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー

に
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
専
用
の

特
別
調
理
室
が
完
備
、
し
か
し
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。
民
営
化
し
自
園
調
理
室
の
あ

る
保
育
園
で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
者

に
個
々
に
対
応
し
て
い
る
。
小
中
学
生
対

象
者
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
で

は
、
具
体
的
計
画
は
。
 

町
内
に
、
日
本
認
知
症
学
会
認
定
専

門
医
で
あ
り
指
導
医
を
務
め
る
医
師

が
い
る
。
講
演
を
依
頼
し
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
広
く
町
民
が

知
る
機
会
と
し
て
は
。
 

本
年
の
新
規
事
業
に
宅
配
貸
出
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。
２９
年
度
も
半
年
以
上

過
ぎ
た
が
、
そ
の
案
内
掲
示
が
み
ら

れ
な
い
。
事
業
の
進
捗
状
況
と
対
象

者
へ
の
周
知
は
。
 

避
難
所
看
板
の
適
不
適
表
示
マ
ー
ク
、

多
国
語
表
記
や
蓄
光
看
板
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
る
か
。
 

認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
 

認
知
症
の
専
門
医
講
演
実
施
を
 

部
長
　
今
年
度
中
の
実
施
に
向
け
企
画
 

図
書
館
新
規
事
業
の
進
捗

状
況
 

親
子
教
室
の
更
な
る
充
実
を
 

部
長
　
利
用
者
の
希
望
に
応
え
充
実
図
る
 

わ
か
り
や
す
い
避
難
所
看
板
に
 

部
長
　
更
新
時
期
に
実
施
に
向
け
検
討
 

協
定
に
基
づ
い
た
防
災
訓
練
を
 

部
長
　
協
定
に
基
づ
き
防
災
訓
練
を
実
施
 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食

実
施
計
画
 

特
別
調
理
室
活
用
の
具
体
的
計
画
 

部
長
　
来
年
度
中
に
除
去
食
提
供
 

「
卵
」
の
除
去
食
が
提
供
で
き
る
対

象
者
は
何
名
。
 

一
昨
年
よ
り
実
施
の
「
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
見
守
り
事
業
」
と
の
連
携
は
。 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
構

成
職
種
と
具
体
的
活
動
。
 

親
子
教
室
の
周
知
方
法
は
。
 

親
子
教
室
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。 

現
在
の
避
難
所
看
板
等
に
つ
い
て
。
 

新
た
に
民
営
化
し
た
さ
く
ら
中
・
北

保
育
園
の
協
定
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。 

一
時
避
難
所
が
避
難
所
マ
ッ
プ
に
な

い
理
由
は
。
 

民
間
保
育
園
で
の
防
災
訓
練
を
協
定

に
基
づ
き
行
う
べ
き
で
は
。
 

定
員
が
埋
ま
っ
た
後
の
措
置
は
。
 

発
達
支
援
と
い
う
言
葉
に
敷
居
を
感

じ
る
の
で
は
。
 

電
柱
表
示
看
板
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。
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「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

■
こ
の
ご
ろ
、
一
日
の
寒
暖
の
温
度
差
の
激
し
い
日
々
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
健
康
管
理
に
充
分
気
を
付
け
て
、
岐
南
町
の
将

来
像
と
し
て
の
目
標
で
あ
る
「
夢
を
育
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
・
ぎ
な
ん
」
に
向
け
て
議
会
運
営
、
地
域
社
会
の
支
え
合

い
活
動
の
推
進
に
励
ん
で
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。
　
　
　（
黒
瀨
） 

 ■
初
の
広
報
委
員
会
で
副
委
員
長
を
任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
理
想
を
語
る
の
は
簡

単
で
す
が
、
足
元
を
見
ず
に
未
来
は
語
れ
ま
せ
ん
。
今
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
、
そ
の
問
題
点
を
一
つ
ず
つ
整
理
し
進
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
後
藤
） 

 ■
議
会
に
お
け
る
多
数
決
の
原
理
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け

る
議
会
運
営
の
基
本
原
則
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
が
、
何

故
に
正
し
く
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
疑
問
の
余
地
を
残
す

昨
今
で
す
。
少
数
の
反
対
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、
こ
れ
を
吸
収

し
な
が
ら
十
二
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
、
住
民
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
島
） 

 ■
剛
毅
木
訥
・
忠
恕
„
や
さ
し
い
論
語
塾
“
で
学
ん
だ
言
葉
で

す
。
月
1
度
の
待
ち
遠
し
い
塾
と
な
っ
て
い
ま
す
。„
子
曰
わ

く
“
体
に
吸
い
込
ま
れ
よ
と
ば
か
り
声
を
張
り
上
げ
ま
す
。

「
意
思
強
く
、
行
動
力
は
あ
る
が
口
べ
た
で
飾
り
気
が
な
い

人
」
孔
子
が
貫
い
た
道
「
誠
実
さ
と
思
い
や
り
」
と
の
解
説
。

又
、
今
月
も
思
い
新
た
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
　
　（
櫻
井
） 

 ■
一
年
ぶ
り
に
広
報
委
員
の
お
役
目
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
副
議
長
の
お
役
目
も
い
た
だ
き
、
議
員
と
し
て
の
仕
事

も
幅
広
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
責
任
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
と

自
覚
し
て
い
る
次
第
で
す
。
「
議
会
だ
よ
り
」
は
本
来
、
町
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発
信
の
一
つ
で
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
中

身
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松

） 
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未来に向かって 

全力疾走！ 
未来に向かって 

全力疾走！ 
未来に向かって 

全力疾走！ 

謹 賀 新 年 
新広報委員会の紹介 
　これからの新広報委員
会のメンバーです。 
　町民のみなさんに親し
みやすい議会だよりにす
るため、それぞれの委員
が頑張りますので宜しく
お願い致します。 
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